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２０１５～２０１６年度

国際ロータリー第２７８０地区

地区会員増強・会員維持セミナー議事録

	主催
	地区会員増強・会員維持委員会

	開催日時
	2015年6月25日　15:00～17:50

	会場
	藤沢商工会館ミナパーク


【議　事】

15：00開会
開会の言葉　　　　　　　　　　　　　　　次・会員増強・会員維持副委員長　小島章司
出席者紹介　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次・幹事　成田栄二
15：10挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガバナーエレクト　田中賢三
15：15挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガバナー　渡辺治夫
15：25セミナー内容・趣旨の説明 　　　　　　 　次・会員増強・会員維持委員長　佐藤祐一郎

ロータリー年度末、ご多忙の中ご出席有難うございます。
本来4~5月に開催が要請されておりますセミナーですが、日程の都合により本日の開催になってしまっ

たことをお詫び申し上げます。
自クラブが会員減少に苦悩している増強委員長で、誠に申し訳なく思っておりますが、是非一緒に学ば

せて下さい。
さて増強セミナーは「何故増強するのか？」「増強の効果とは？」と言った、所謂「WHAT？」や「WHY？」

を学ぶ機会が多いと思いますが、今回は「どうやって増強するか」という「HOW？」に特化したセミナー

にしたいと思っております。そして会長・増強委員長皆様の熱意を高め、具体的方法を模索して頂きた

く存じます。
第1部では本年度増強の成果をあげたクラブと、前年度50名という会員を短期間に集め創立されたクラ

ブからの事例を紹介して頂きます。
第2部では9グループに分かれ、次年度ガバナー補佐を中心に事前にお配りしております課題に従って、

成功例、失敗例などについて公表の後、次年度実際にどうやって目標を達成するかを発表し合って、実

行を表明して頂きたいと思います。
そして半期終了した時点で、その成果を検証し、必要あらば軌道修正の検討をお願い致します。
田中ガバナーは地区の増強目標10%を表明されておりますが、クラブごとの目標総計もそれに近い数字で

す。本年度過半数のクラブがクラブ目標を上回る成果をあげておりますので、次年度も期待されるとこ

ろです。
RI戦略計画中核的価値観はロータリアンの基本的特徴であります。
皆様のクラブが価値観を共有できる、素晴らしい仲間を増やし、益々発展する事を祈念申し上げており

ます。
15：30クラブ発表（各10分）
①相模原橋本RC　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幹事　原　幹朗

＜増強のポイント＞

《増強の心》

１　そもそも入会勧誘する我々が、今の、そして将来のロータリーの姿をどう理解しているのか？きち
んと説明できるのか？が問われます。「一言でロータリーを語れるか」！

　多国（国連）主義にて変化するロータリー運動、RIそして財団の現状と課題。

将来を見据えた「ロータリーの意味、意義、存在理由」、ロータリー哲理の継続！

極大化するRI（200以上の国と地域。クラブ数は34,558、会員数は1,220,115人→2014年10月1日公表）と膨大なプログラムの運用。そして地球における「持続可能な社会」に向けての課題は山積しています。何より日本の抱える急速な「少子・高齢化社会」をどう受け止めるのか？わが町、テリトリーについて、きちんとした問題意識（コンパクトシティー）を持ち得ているのか？全体状況を踏まえた上での、前向きな答えがなければ、他者を勧誘できません。　

　＜ところでロータリーの存在していない国をご存知ですか？＞→稀少です。20ヶ国、12地域のみ。イラク、イラン、ウズベキスタン、コンゴ共和国、ソマリア、リビア、イエメン、オマーン、カタール、クウェート、サウジアラビア、シリア、北朝鮮、トルクメニスタン、ベトナム（人口9、255万人）、バチカン市国、キューバ、ドミニカ、ツバル、マーシャル諸島共和国に加え以下の地域。

　セントヘレナ・アセション及びトリスタン・ダクーニャ（英）、西サハラ（モロッコ）、スブァールバル諸島（ノルウエー）、サバ島（オランダ）、シンテュース・タティウス島（オランダ）、フォークランド諸島（英）、クリスマス島（オーストラリア）、ココス諸島（オーストラリア）、トケラウ諸島（ニュージーランド）、ニウエ（ニュージーランド）、ピトケアン諸島（英）、ワリー・フテュナ諸島（仏）であります（2015 Data Book of The WORLD 参照）。

2　入会したら喜んでもらえるという確信、心持ち

　先ずは「クラブ活動、例会の充実」にて「魅力あるクラブ」づくり。下地づくりは、基本中の基本です。これが、既存会員の自信を持った勧誘につながります。呼びかけの「気合い」が違います！「入会したら喜んでもらえる」という確信が大事です。これは相手にも響きます。

《増強の技》

1　　テクニック的な勧誘方法はあるのでしょうか？「如何に誘う、誘い方の工夫」？→　結局は、相手の心にしみこむ「丁寧かつ迅速な勧誘」につきます。　

　丁寧に、親切にお話しする。必要な資料の提供を怠らない。話の合いそうな（同郷、同業等）会員を紹介する。懸念に対して詳しく説明する→例えば会費の内容、出席の意味合い、例会での味わい、世界にまで広がるネットワークのすごみ等々を解りやすく伝えます。疑問を解消して「即断即決の下地づくり」を行います。例会見学も推奨します。そして気が向いたら、思い立ったら吉日です！即入会申込書の記入を求めます。入会に向いた気持ちを崩さない！

　さらにはプル戦略として、クラブの「Home Page」を作成することも大変効果的です。

2　 既存会員における「増強ニーズの共有」も肝要です。その必要性を再度強調しましょう。決して「増強すべき論」で済まさないことです。多様な仲間の追求、クラブ活動・財政上のニーズ、地域を背負う仲間の追求（地域人口が12万人だとすると、60人のクラブでは0.0006％に過ぎない）、「我々よりもっと素晴らしい人がいるに違いない」という確信を引き出します。

　加えて増強に熱心な会員を支える風土も大切です。

3　「入会候補者速報」（可能性のランク付け、当クラブでは、総数は約40人、延べ40号））を頻繁に提出して、事前の根回しを行います→増強の可視化がポイント！受け止め側の「即断即決の下地づくり」です。

4　新会員のフォローはとても重要です。既存会員以上に、ロータリー情報を提供します。先輩よりロータリーを知っている、理解しているかもしれない新会員をめざします。先輩の適当な（ゆるゆるした）、無責任なリード＜何もやらなくても済み、適当にやってね！＞からブロックするためです。

　ただし情緒的なロータリー情報（哲理=インテリジェンス）は尊重し、ともに伝えていきます。「いいかげん」と「良い加減」の区分けです。

　実際には、例会後の「ミニ・フォーラムでの情報提供、Q&A」、「家庭集会での親睦の深め」が課題となります？「ズーム」ソフトの活用も模索（ネット例会）

《増強の体→体制、枠組み》

1　少人数クラブは、概ね雰囲気の良いクラブが多いですね。これは当然で、

長い間の交流、親睦の輪の成果でありましょう。思えば1974年（昭和49年）

6月7日にミネアポリスで開かれた「規定審議会」での制定案74-50の可決→

「アディショナル・クラブ」認可は、その後のロータリーに大きな発展をもたらしました。制定案74-50とは《 RI細則1条1節を改正して、区域限界を同じくする二つ以上のクラブの結成を認めることとした。ただし、同一地域内の既存クラブの承認を必要とする。》という内容です。

　要は「同一テリトリーに、重畳的にクラブがつくれる」ということです。

　そこでクラブ拡大がおおいに進みました。1975年55クラブ、1976年50クラブ、1977年37クラブ、1978年44クラブ、1979年39クラブ、1980年43クラブという調子です。1980年12月での日本のRC
総数は1,469でしたので、1975〜1980年の6年間の新設クラブ（268RC）の割合は18.24％で急増がう
かがえます。
　これを当2780地区で見ますと、76年3月の藤沢東RCから始まって、76年5月に小田原城北、藤沢
北西、76年6月に平塚西、76年10月に茅ヶ崎湘南、77年4月に平塚南、77年6月に相模原中、横須
賀南西、78年4月に秦野中、78年5月に伊勢原中央、78年6月に厚木中、大和中、78年11月に鎌倉
北、80年5月に小田原中RCと続きました。「右肩上がりの成長の時代」でありました。

しかし1990年代の後半からは、「都市拡大を前提としたクラブ」（東西南北中）の多くが、縮小都市、コ
ンパクトシティー化流れの中で、会員急減に追い込まれました。消滅クラブも少なくはありません。厳
しい流れです！

　しかし、「とりあえずは減っても楽しい」、「まあ現状でも良いか」、「仲良く和気藹々」という感覚がま
だ残っているのかも知れません。確かに「より大クラブを目指せ！」、「会員が多い事が何より善！」と
いうことではないでしょう。

　→ しかし、奉仕への活力は維持されているのか？手薄ではないか？

　→ 我が町、地域を本当に代表しているのか？もっと良い人がいないか？

　→ わが町の縮小をどう捉えるのか？町の変化に対応できているのか？

　→ 高齢化する会員構成で5年後、10年後、20年後はどうなるのか？

　→ 特に団塊の世代が、80歳を超える節目（死亡者急増の可能性？）である

　　15年後（2030年頃）をどう乗り切るか？→平均年齢低下への目標値設定

→ 反面、生涯現役の心意気で活躍する後期高齢者の方々のフォロー策

という視点は欠かせません。

　総合的に考えるならば、更なる「女性会員」、「若手会員」の獲得は大命題であると信じます。この点
で各クラブとも、RACやロータリー学友等への関心、ふれあいが不足していると感じています。先ずは
隣に座ることからです！

　また「増強目標10％」とは、純増であることを理解すべきです。諸事情にて、毎年5％の退会者が発
生するのは経験則であります。そして単なる同数入れ替えでは、「増強」は達成されません。10％入会者
増でも、年度末の5％減は覚悟しなければなりません。ベテランと新人の入れ替えはきついものです！

2　 地区内の一部では、将来に向けて発展（拡大等）の余地が残されている地域があります。相模原橋
本ロータリークラブはその一例です。

　政令市で３区分された新緑区、リニア新幹線の新駅設置が決定、圏央道の新インターチェンジから至
近、JR横浜線橋本駅、京王相模原線＆JR相模線の終点駅、首都圏南西部の拠点としての位置づけ、周
辺人口だけで約12万人の住民、隣駅への小田急新駅の設置計画＆米軍補給敞の一部返還（駅前5万坪＋）、
橋本駅前再開発（国内最大級のショッピングモールであるアリオ、高層マンション群等々）で大変に勢
いのある町（街）です。

　そこで既存の10ロータリークラブと異なり、テリトリーを縮小して、橋本近辺に絞り込んだのです。
その結果、「我が町のロータリークラブ」というコンセプトが奏功しました。以前に在籍していた経験者
4人に加えて、48人もの新人を獲得することができました。クラブ・メンバーの輪の中に“我が町意識”
という芯が出来たことの成果であると信じます。これは地区内他所でもあり得る取り組みであると思っ
ています。是非ご検討下さい。

《最後に》

　ともあれ新クラブ設立（拡大）というのは大事業です。幸いにして杉岡特別代表を始めとする親クラ
ブ「相模原ロータリークラブ」のご指導に支えられて今日までやってまいりました。「一期一会の、毎例
会」でもありました。

　今後は、“全会員が、我がクラブ意識”（My Rotary）を高められるように努力いたします。
②茅ヶ崎RC　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　澤邑重夫

　会員の増強を行うにあたり一番必要なことは「ロータリーに入会する意義」を伝えることができるか、
だと考えます。私たち勧誘する側がロータリーの素晴らしさ、楽しさを理解していなければ「入会しよ
う」という気持ちになってもらうことは難しいと思います。

　会員増強は会長一人でできるものではありません。会員の多くが、できれば全ての会員に増強の意義
を理解してもらい、実践してもらうことが不可欠です。では、そのために何を行ってきたかについてご
説明いたします。

　第一に「ロータリーとは何か」を考える機会を作りました。私達は何故、毎週集まっているのか、何
を目指しているのか。他人を勧誘する価値のある団体であるのか、などを会員増強委員会にて酒を酌み
交わしながら勉強しました。

　職業奉仕はロータリーの金看板と言われます。私は先輩会員から、ロータリーには職業奉仕があるか
らこそ他の団体とは違った独自性があり、奉仕団体ではなく親睦団体である、と教えられました。しか
し、職業奉仕についてしっかりと説明することができておりませんでした。そこで「ロータリー入門書」
を熟読し、まずは私なりの理解を得ました。「最もよく奉仕する者、最も多く報いられる」とは「顧客第
一主義」、「良い仕事をして良い報酬を得る」ことであり、「四つのテスト」をチェックリストにして実行
すれば職業奉仕は実践できるということ。ロータリーの親睦とは、会員同士がそんな話をするためにも
あり、会員が職業奉仕を深く理解することで自らの事業に還元することができ、それがロータリークラ
ブに入会する意義である、ということ。

　会員増強候補者リストを確認しながら、職業奉仕について語り合い、ロータリーの素晴らしさを感じ
ます。そんな会員増強委員会は楽しく、親睦活動も充実して参りました。

　今年度は現時点まで９名の新会員を迎えることができましたが、紹介者の内訳をみると、１人目は私、
２人目は入会２年目の女性会員、３人目は大ベテラン会員のご子息、４人目は私、５人目は田中ＧＥ、
６人目は入会２年目の男性会員、７人目は田中ＧＥ、８人目は和田増強委員長、９人目は入会２年目の
女性会員となっており、３人は入会２年目の会員が紹介してくれました。新会員にもロータリークラブ
の意義と楽しさを理解してもらえたものと思っています。

　会員維持は会員増強と同様に重要です。いや、会員維持を行うことができてこそ会員増強が可能だと
思います。幸いにして当クラブは今年度の退会者０人となる予定であり、職業奉仕追求のための親睦活
動は一定の評価を得たように思います。会員維持活動において新会員への支援は不可欠です。希望者に
はメイキャップに同行し、出席率１００％を維持してもらうことでロータリーの楽しさを早く理解して
もらうようにいたしました。また今年度の特色として、他クラブへの訪問を積極的に行いました。私自
身、幹事とともに第４グループの５クラブと親クラブの藤沢ＲＣ、出張先の湯沢南ＲＣ、有志を募って
東京ＲＣ、横浜ＲＣ、名古屋ＲＣ、京都ＲＣを訪問しました。クラブの職業奉仕事業として総勢２６名
で秦野ＲＣ訪問を行い、非常に有意義な親睦を行うことができました。

例会では職業奉仕に関する卓話を取り入れ、また、他クラブ訪問時に見た「会員３分間スピーチ」を新
たに実施、例会時に話す機会の少ない会員にも多数登壇してもらい、交流を深める活動を行いました。

　１年を通して感じたことは個人、クラブを問わず活発な活動を行うことは、必ず良い結果をもたらし
てくれるということでした。会員皆が「素晴らしいクラブ」と感じてもらうことの先に増強の実現があ
ると思います。また、東京ＲＣを始めとする他クラブ訪問では「入会したくても入会できない」威厳と
格式を持つロータリークラブを目の当たりにし、クラブ運営にあたり非常に勉強になったことも収穫で
した。

　以上、当クラブの今年度活動をご紹介させて頂きました。ご参考にして頂ければ幸いです。

　

③小田原城北RC　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会員増強委員長　上田博和

城北ロータリークラブの会員増強委員会の取り組み

城北ＲＣでは、会員全員で増強に取り組もうという会長の熱い想いを形にすべく、年初の例会より「紹

介シート」に記入する例会から始めました。「紹介シート」にはご紹介して頂く方を記入して頂き、当日

だけで４０数名のご紹介を頂きました。

私は、その４０名のリストを作成し、そのリストを基に対象者にご連絡させて頂きました。

私自身、ロータリ－の説明がうまくできない事もあり、対象の方々には例会にオブザーブして頂き、そ

の際にベテランの会員の皆様にご説明して頂く形としました。

また、城北ロータリークラブのベテランの方々も皆様が積極的にオブザーバーの方々に名刺交換に行っ

て頂けた事も会員増強につながった要因と思います。

私が１年やって感じた事は、やはり若い方々にも積極的にＲ.Ｃに入会してもらいたいと感じました。そ

れは、自分の体験からです。

私もＲＣに入るまで、仕事においても、活動についても「自分さえ良ければ」という気持ちがありまし

た。

ＲＣに入って、多くの先輩から「他人の事を考える」、「同業者や地元の企業の事を考える」などの事を

お教え頂きました。しかしながら、現代の若い経営者は私の様な考えの方も多い時代です。でも、私の

様な考えばかりの経営者が増えてしまえば、地域自体がおかしくなってしまいます。

そんな経営者として大切な「心のあり方」を教えてくれるＲ.Ｃには是非多くの若手を入れる必要がある

と感じました。
④相模原西RC　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会員増強委員長　川﨑　孝

皆様こんにちは

相模原西RCの今年度の増強委員長をさせていただいている　川﨑でございます。

佐藤カバナー補佐より、相模原西RCの今年度の増強ノウハウを教えろということなのですが、人前で
話すのが苦手なのであまり気は進みませんが、お話しをさせていただきます。

増強はとても難しいです。これをしたら必ず増強につながるなんて方法はありません。

毎年、私どものクラブでも、増強委員長が何回かフォーラムを開き、どうしたら増強できるかを皆で話
合い、だいたい最終的には、「魅力ある例会づくりに努めましょう」という結果で終わっていました。

しかしクラブの中でいくら議論しても増強にはつながりません。

クラブの中での増強をしようという雰囲気づくりと、外に向かってのアクションを起こす、これが必要
です。

私たちのクラブも昨年度は、入会者の一人もなく、逆に2名の退会者が出てしまいました。

44名だった会員が42名に減ってしまいました。

以前、増強のセミナーで聞きました。退会者がいても1年で2名だけだなと安心して何もしないでいる
と、10年で20名の退会になりますよ。そして同時に会員の平均年齢が10歳あがるのですよと

つまり相模原西RC会員数が42名から22名に減り、そして平均年齢が60歳から70歳になります。

10年後に会員数22名で平均年齢70歳の相模原西RCが完成します。想像がつきません。

ですから私たちはこのようにして増強をがんばる事にしました。

まず何のために増強するのか、その目的がはっきりしていないとダメです。

これは、今年度始めに行われた地区の増強セミナーでも話し合われた事ですが、増強の目的はなんです
かとの問いに、そのセミナーで出た皆様からの意見は「多くの奉仕ができるから」とか「会の運営が楽
になるから」という意見でした。しかしこれらは増強の目的は何ですか?と聞かれたときの答えではなく、
増強をするとどのような結果が得られますか?　と聞かれたときの答えだと私は感じました。

そこで私たち相模原西RCでは「増強の目的」をこう考えることにしました。

私たちのクラブは自分がRCに入会して、楽しい、良かったなと思っている会員がほとんどです。

もしそうであれば、「クラブに入会していない知人・友人達にも自分がロータリアンである事の幸せな気
持ちを伝え、幸せな気持ちを分かち合うために増強する」　つまり増強を奉仕として行う。　これを目
的にすることにしました。　とてもロータリーらしいすばらしい目的だと思います。

クラブに入会するためにはクラブ会員の推薦が必要です。確か推薦がなければクラブに入会できないと
思います。そして私たちロータリアンひとりひとりは、知人・友人をクラブに推薦する権利を持ってい
ます。

その権利を活かして知人・友人を幸せにする増強という奉仕を行うことにしました

そこで今年度、当クラブでは会員一人が、必ず、一人の友達を例会に招待するようにお願いをしました。

まずクラブに来ていただくこと。例会を見ていただくだけで十分です。もし入会まで至らなくても、RC
とはこんな事をやっているんだ、という広報としての役割もはたすと思います。

またクラブに来ていただければ例会場で必ず推薦者以外の、何人かの友人に会えるはずです。

そんなに広い範囲ではないので、必ず誰かいます。

いままでは、めぼしい候補者がいると、こちらから大人数で相手方に押し掛け、説得をするというパタ
ーンでしたが、それではますます相手の腰が引けてしまいます。

逆に例会場に来ていただいて会っていただくのです。そうして、推薦者だけではない、多くの知人・友
人にも会ってもらうことにより、RCがより身近なものになっていくと思いました。　

　
当クラブは食事代が2500円なので会員数約40人が、一人ずつお友達を連れてくる、という計算で、

年度始めに会長にお願いをして、予算を10万円、増強委員会として取っていただきました。

お友達を招待する日程は、できるだけ例会予定の中からフォーラムとか協議会をはずし、お友達招待の
日をはっきり決め、会員それぞれに割り振り、それを表にして全員に配布しました。ですから何月何日
にだれが友達を連れてくるということがみなにわかっています。　　

あとはその担当日に会員が友達を連れてきます。予算を取っていますので、お友達の食事代は発生しま
せん。

そんなシステムの中、お友達招待が始まりました。会員の方も増強が奉仕であると感じ始めたらしく、
どうせ友達を連れてくるなら、できるだけ入会の確率が高い方と考えるようで、少しずつ増強につなが
っていきました。

(でもこれも裏テクニックがあり、できるだけ増強委員長の言うことをよく聞いてくれる、自分より年下
の会員や入会が浅く、RCは頼まれたら絶対に断ってはいけないと信じている会員を最初の1、2か月に
持ってきます。

そうすると本当に彼らは例会に友達を連れて来てくれます。そうなるとクラブ全体が友達を連れてこな
ければいけない空気に包まれ、その後はとてもスムーズに事が運びます。これは非常に大事な事です。)

気が付けば会長も気持ちが盛り上がり、勝手に「チャレンジ50」とか言うスローガンまで掲げていまし
た。

そして進めていくにつれ、さらに気持ちが盛り上がったのか、そのスローガンもいつのまにか、チャレ
ンジ54にかわっていました。この54という数字は第5グループの中で一番多い会員数を目指すという
意味です。

おかげさまで今年度、当クラブでは14名の会員増強をすることができ、42名だった会員がスローガン
を上回り、56名になりました。　　そしてさらに次年度に入会して頂ける方が、すでに1名決まってい
ます。

このようにどうしても増強につなげていきたいと思ったら、クラブの中に増強しなければと言う空気を
作る事。そして、とにかくクラブに来ていただく事が一番だと思います。

一分間でRCを説明できる方はなかなかいらっしゃいません。また説明をしたところでピンとこないと
思います。

とにかく例会に来ていただくことです。　

必ず入会してくれるというよりも、例会に来ていただける友達という可能性から自分の周りを見渡して
みることです。きっとすばらしい友達がいると思います。

たぶん友達も声をかけられたときに半分は覚悟するのでしょう。

そして例会に参加をして、観念するのです。

まず来ていただくこと。RCを見て、感じていただくことが、大事だと思います。

入会をしていただく事できっとその方も幸せになれると思います。その為に増強という奉仕をしましょ
う!!

次年度、相模原西RCはクラブとしては大きな増強目標を立てずに、研修リーダーを中心に新しく入会
された会員の教育を行い、1日でも早くRCの楽しさを知っていただく事と、退会防止に努めてまいりた
いと思います。
16：20移動・休憩
16：30グループディスカッション（リーダー　AGE）

岡　昌憲リーダー（横須賀・海老名・平塚西）

〇横須賀クラブ　次年度目標１０。

・理事役員に自分の分身を紹介してもらう。会長の気持ちが会員に伝わることが必要。
増強の意識づけが必要。退会防止策として、大量入会のあった年にセミナーを開催していた。テーブル
ミーティングで会員の交流を図る。楽しいクラブを目指し、各種同好会を立ち上げる。

〇海老名クラブ　次年度目標４。
・１年で１４人入会した。ＪＣなどの他団体へ働きかけを行うが毎年行うことは難しい。
・例会時に新入会員の隣にコモンロータリアンが座り、ケアをしている。新入会員個々の性格を見極めることも必要。

〇平塚西クラブ　次年度目標３。　
・「友リスト」を全会員に書いてもらうが、会費などが障害で実を結ぶまでには至らなかった。
・ＪＣなどに働きかける際には、引っ張る人が需要。
・自クラブに入れなくても、入会希望者を他クラブに紹介することもある。
・入会４年未満の会員で構成される「若葉会」の活動が最近低調になっている。
久保田英男リーダー（横須賀北・藤沢・綾瀬・津久井中央・座間・伊勢原・平塚南・かながわ2780ロー
タリーＥクラブ）
〇横須賀北　次年度目標３。
・入会候補者に「ロータリーの友」を毎号届けている。他クラブとの合同例会で情報交換を行い、また、
外部の魅力ある卓話者を招いて、楽しい例会づくりを心掛けている。

〇藤沢　次年度目標４。
・委員会がほぼ活動していない。
・企業の支店長クラスの在籍が多いため、４月の異動で入れ替わりがある。
・今後は増強・親睦・プログラムを中心に活動していく。ＪＣＯＢである会員は１人もいないが、今後
はそちらにも手を伸ばしていきたい。

〇綾瀬　次年度目標６。
・会員の年齢層が高いと認識している。
・友人や家族を招待し、例会を楽しいものとするように取り組んでいる。
・クラブ協議会をすでに２回開催し、クラブで取り組む事業について会員間で共通認識を持つようにし
ている。
〇津久井中央　次年度目標２。
・10％の増強目標はあくまで最低ラインだと認識して増強に取り組んでいる。
・クラブ全体の増強の雰囲気づくりが必要。
〇座間　次年度目標３。
・６月に６名退会した。最終例会出席率は５０％。
・卓話の充実などで楽しい例会づくりをしていきたい。
〇伊勢原　次年度目標６。
・一時、会員は３６名まで減少したが、現在は５６名。６０名を安定維持させたい。増強の一番のネッ
クは昼間の例会だと認識している。
・新入会員に対してはスポンサーを中心にサポートしていく。
・研修リーダーにも積極的に活動してもらう。
〇平塚南　次年度目標３。
・会員数は現在２６名でだいぶ会員数が減少してしまった。
・増強をすることでクラブが活性化していくので、積極的に取り組みたい。
〇かながわ2780ロータリーＥクラブ　次年度目標１０。　
・会員数は現在２６名で増強目標は１０名だが、１会員１名紹介なので倍に増やす勢いで増強に取り組
みたい。
瀧澤秀俊リーダー（藤沢西・茅ヶ崎中央・相模原西・伊勢原中央）

〇藤沢西　
・本年50周年を迎え、会員数は15名。ピーク時は57名の在籍。
・次年度からは、会員増強を最優先課題とし、会員ひとりひとりに、増強への意識を高めていただく。
・例会会場も、辻堂駅の近くに移し、勧誘し易いようにする。
・女性会員は現在は0である。1名の増強予定。女性1名だけで有ると孤立してしまうので、複数入れた
い。
・勧誘の為の資料は、特にないが、良いものが有れば採用したい。HPは現在は無い。

〇茅ヶ崎中央
・リストを作成し、１０名の委員会メンバーが例会以外で飲食に誘い、申込用紙を持参し勧誘する。
・現在平均年齢は６２才。若いメンバーが積極的に勧誘している。
・例会日を出席し易い曜日に変更予定。
・国際奉仕を積極的に行っているので、その話をし、興味を引く。例会とは別に、若いメンバーに対し
て勉強会を行っている。
・HPは有る。
・女性会員は第４Gの中で、初めて入会させた。現在１名。次年度も１名予定。４名ぐらいにしたい。
・A3のカラーでロータリーについてと、メンバーの職業等の名簿を一緒に渡している。活動を説明する
冊子も作っている。
〇相模原西　
・会員より候補者をリストアップしてもらい、委員会で担当と日程を決め、とにかく例会にゲストで出
席してもらう。
・ロータリーについてと会員の名簿を渡す。
・夜間例会を増やし、出易い状況を作っている。
・会員増強にクラブ全体が盛り上がっている。入会後のアフターフォローは退会防止を含め、大事であ
る。クラブで増強は奉仕の一環と捉え予算を１０万円（ゲストの食事代）を組んでいる。女性会員は９
名。
・HPは活動内容を出しているが、増強に力を入れていない。
〇伊勢原中央
・会員は、高齢化し減少傾向。３名の４０台メンバーがおり、勧誘をお願いしている。会費が、４０万
であり、若い人が入り難い。変更する予定。
・女性会員は１名。特に増やす予定はない。
・他クラブのHPから、勧誘に使用するページをプリントし勧誘時に使用している。

磯川　浩リーダー（横須賀西・茅ヶ崎・相模原柴胡・大和・伊勢原中央・小田原）

〇横須賀西　次年度目標５。
・会員数が１５名まで減少した。経済的な理由等で高齢化した。人間関係での退会はない。
・例会見学をしてもらうことが必要と認識している。
・退会者にも連絡を取っている。
〇茅ヶ崎　次年度目標５。
・９名増強した。２カ月に一度の増強委員会により４０名の候補者が挙がってきた。同時にこれを会員間の親睦の機会にしており、退会防止に奏効している。

〇相模原柴胡　次年度目標２。
毎年２名ずつ増強してきている。退会者は少ない。

〇大和　次年度目標３。
・クラブの年齢構成は３０～８０代で出席免除者が多い。
・クラブ内で仲間意識をさらに強めることが大事だと認識している。

〇伊勢原中央　次年度目標３。
・経済的な理由等で会員が減少した。そもそも人口が１０万人しかいないので増強に苦労している。

・出席率を９０％にしたい。

〇小田原　次年度目標５。
・今年度６０周年をむかえる。

・女性会員は２名。さらに女性会員を増やしたい。ＪＣにも働きかけ、若い人に入会してもらいたい。
・例会に来てもらい、雰囲気に慣れてもらう取り組みをする。現在候補者は７名。

・仕事が忙しいときには休会という選択肢もあると考える。
・新入会員にはサポーター制度を機能させることで対応する。

・新入会員には研修を年３回実施。
小川忠久リーダー（横須賀南西・藤沢東・茅ヶ崎湘南・相模原東・大和中・秦野・箱根・小田原北）

〇横須賀南西クラブ　今年度増減とも０　次年度目標は３。
・３年前消滅したクラブから６人加入して２２名（現在１８名）、女性は０だがクラブ内で反対があるわ
けではない。

・少数クラブで家族的、現会員はやめる気持ちはないが、増強の必要性も感じていない雰囲気。

〇藤沢東クラブ　今年度４増（うち女性３）３減、次年度目標４。
・夜間例会（ロータリーの夕べ）にゲストを招く。ゲストが少ないと居づらいのでなるべく多くのゲス
トを招く。

・会員自身がロータリーを知り、自信をもって薦められるようになることが大事。

・例会以外のロータリーの楽しい（同好会など）も伝える。

・会員維持に関しては、役割を与え、人の役に立っているということに誇りを与える。

・初の女性がバナー補佐や法人会会長などが在籍しており、女性人脈による増強（女性会員10名）

・地域のボランティアなどに積極的に参加して下働きをするなどして、信頼を得て入会してもらう。
・増強委員会委員長と理事役員による増強プロジェクト（候補者リストを作成して進捗管理）

・増強の必要性について全会員で意識共有を図る。

・会員の趣味から広がる人脈（野球大会に参加、高齢の方も応援に来てくれる）

・維持に関して、欠席会員への電話や、久しぶりに出席した会員を温かく迎えるなどのフォロー、メイクのやり方を教えるため一度連れていく。

〇相模原東クラブ　５増１減　次年度目標５

・新しい入会者による紹介や２世会員の入会がうまくいった。

・法人会等の人脈は、他クラブと競合するため他にも誘われているので、どこにも入らない、と断られ
ることも。

・増強委員会に、エレクト、ノミニーを入れて増強活動に継続性を持たせる。

・維持については、退会の予兆は欠席。欠席者への連絡は幹事の仕事だが、硬直的にせず、欠席者との
人間関係も考慮して声をかけてもいいのでは。

・例会を楽しくしないと維持できない。過去に会員２５名になったとき、クラブが停滞し例会が面白く
なくなった。

・増強と維持のバランス。今年度５名増えたので、次年度はその維持に重点を置く。
〇大和中クラブ　３増１減、次年度目標４

・ロータリーの魅力として親睦を重視。例会の充実に努める。

例　　例会のときにゴルフミニレッスンを行ったり、ゴルフクラブの設計者を呼ぶ、音楽演奏など
会員の興味に沿った卓話。夜間例会を増やして友人家族知人を連れてきてもらうなど。

３年前から、会場に来た順に食事をすることに変更し、例会の１時間を充実させるようにする。　

・大和地域自体、他クラブとも仲が良いため、JC卒業生などの入会候補者が他クラブと競合した場合、

こちらから遠慮してしまうことも。
〇秦野クラブ

・大学の校友会からの勧誘はうまくいった。

・会員に紹介シートを書かせるのはうまくいかなかったが、後日回収がよくなかったのかもしれない、
その場で集める、という方法で再度やってみたい。

・他クラブとの競合については、とにかく早く手をつけるべき。

・今年度最後のチャーターメンバーが亡くなったので、息子さんに声をかけたが、入会を拒否された。
このことの原因を考えなければいけない。

・今年度は、ガバナー年度の負担増を恐れて退会する人もいた。

・今年度と次年度、増強委員長は連続。継続性を持たせる。

〇　箱根クラブ　３増５減で現在３７名　次年度目標３

・噴火の影響か、６月で２名退会、その中には増強委員長（女性）も含まれており、退会理由が自分の
事業が大変だから、ということであった。観光関係の会員が多く、今後の影響が心配。

・入会は２世が多い。

・例会場が富士屋ホテルで、食事がおいしい。外国からメイクに来る人もいる。この例会場の取引関係
者なども考えている。

・場所柄、職種が似ていて、職業分類が少ないことも勧誘を難しくしている。

志村　昌リーダー（鎌倉・藤沢西北・綾瀬春日・相模原橋本・厚木中・二宮・湯河原）
○鎌倉クラブ　次年度目標７。　

・７～８名の増強を行う。

・クラブのベテラン会員に増強委員になってもらう。
○藤沢西北クラブ　次年度目標２。　

・年齢差がある場合は入会の誘いをするのが難しい面がある。
・ＪＣと関係のある会員に若い人を入会させてもらう。

・生活に余裕のある人に声をかける。

・増強目標は１０％。

○綾瀬春日クラブ　
・若い世代の知人・友人、消防団関係者に声かけをする。
・仲間を増やすことが楽しい例会になる。

・増強目標は１０％。
○相模原橋本クラブ　次年度目標９。
・会員は４グループに分かれている。

・地元のお祭り等に参加して公共イメージのアップを行う。

・企業退職者も増強の対象にしたい。

・５名の増強を目標としている。

○厚木中クラブ　次年度目標３。
・委員長が先頭に立って会員に増強のお願いをする。

・早期に入会してくれそうな人をリストアップする。

・退会防止に努める・

・４～５名の増強を目標としている。

○湯河原クラブ　次年度目標１。
・女性を積極的に勧誘する。

・７月に委員会を開いて増強に入る。

矢野一博リーダー（逗子・藤沢南・津久井・相模原南・平塚・小田原城北）
○逗子クラブ　次年度目標５。
・相模原西クラブのような増強がしたいが女性会員の増強が難しい。

・退会防止が必要、入会３年以内の退会が増えている。

・タウンニュースや新聞等でロータリークラブのことを広報してもらう機会が増えることが望ましい。

○藤沢南クラブ　次年度目標６。
・ＪＣ等の卒業生を積極的に勧誘している。

・今後はＪＣ以外にも勧誘を拡大していきたい。

○津久井クラブ　次年度目標２。
・クラブの老齢化が進んでいるので、若い人を増強したい。
・テリトリーの問題があり、他のクラブと競合している印象がある。

○相模原南クラブ　次年度目標６。
・次々年度に向け、現在、増強に力を注いでいる。

・紹介シート、例会の見学等を参考にして増強に取り組んで行く。

・女性会も行っている。
○平塚クラブ　次年度目標６。
・４０代くらいからの若手の増強に取り組んで行く。

・例会の見学を実施していきたい。

○小田原城北クラブ　次年度目標４。
・各世代のキーパーソンを入れていくと増強を行いやすいという認識。

・増強だけでなく、退会防止も重要だと捉えている。

平野達雄リーダー（平塚南・ふじさわ湘南・相模原南・相模原中・厚木県央・小田原北）
○平塚南クラブ　次年度目標３。　
・ＪＣからの勧誘は後々問題になるケースがあるので注意が必要だと認識している。

・女性が２名いて、次年度に初の女性会長が誕生する。女性会員を増やしたい。

・女性の職業能力を活かす取り組みをした。

・住所や生年月日を名簿から削除するという工夫も行った。

○ふじさわ湘南クラブ　次年度目標４。
・若い会員が一気に増加した分、年配の会員の出席率が低下しているので、その対策が必要という認識。
・会員増強を目的するのではなく、ロータリーはあなたのその能力を必要としているというアプローチが大切。会員維持は例会出席率を高くすることに取り組む。
・入会勧誘をする上で、ロータリークラブの活動内容を理解してもらうことが必要。
・ゴルフなどの懇親イベントに候補者を誘っている。

○相模原南クラブ　次年度目標６。
・無理な増強は行ってきていない。５２～５３名を維持してきたが、昨今、チャーターメンバーなどの
年配のメンバーが退会し減ってきている。

・議員で入会希望をしている人がいるが断っている。

○相模原中クラブ　次年度目標３。
・５０～６０代の中堅会員数が少ない。クラブ全体の増強するという意識が希薄。尽力するのは委員長と若手で温度差がある。

・ロータリークラブの魅力を先輩が伝えることが大切で、年配の会員が遠慮せず若手にいろいろ教示して欲しい。

・懇親会開催も維持には必要。

・６～７年越しに粘り強く誘っている。

○厚木県央クラブ　次年度目標５。
・会員を一挙に増やしてきたこともある。一気呵成に取り組むことも必要だが、マイナス面もあること
は認識している。
・増強に消極的な会員もいる。

・物故会員の子息を家族例会に誘っている。

○小田原北クラブ
・テリトリーを細分化し、５人一組でグループを作り、地域の中の候補者の囲い込みを図っているが、この取り組みにも一長一短あると認識している。

・女性会員がいるとクラブの雰囲気が和やかになった。

・タウンニュースや地域紙に広報を掲載すると、反響があった。

○平塚西　次年度目標３。
・女性会員は複数で入会する傾向があると認識している。

・ＪＣからは強引に入会させることもあるが、マイナス面もある。

・次年度４０周年になるが、例会出席率が落ちてきている。若い人を入れないと自然減に対応できない。

石﨑　孝リーダー（葉山・かながわ湘南・相模原グリーン・厚木・秦野中・平塚北・足柄）
○葉山クラブ　次年度目標３。
・目標は大きく持たなければならないが、具体的にはフレンドリー・ミーティングで若い会員に入ってもらい、その会員がまた友人・知人を勧誘してきてくれている。

・チャーターメンバーが一人もいないので、その辺りにも対応したい。

・会員同士の交流の充実、例会を楽しくする取り組みも必要。

○かながわ湘南　次年度目標２。
・入会者も少ないが退会者も少ない。

・増強に関しては会員個々の意識付け大事で、若手を入会させることが大事であることを定着させたい。

○相模原グリーンクラブ　次年度目標５。
・増強は５年計画で実施し、成果が出た。

・クラブにはクラブ毎の適正人数があるという認識。

○厚木クラブ　次年度目標２。
・増強に関しては会長・委員長だけの仕事ではない。会員個々の意識付け大事であるという認識
○秦野中クラブ　次年度目標１。
・会員数を５０名にしたいので、ＪＣへの対応、退会防止に対応したい。

・候補者に見学に来てもらう。

・全員卓話など例会を楽しくする取り組みも行いたい。

・様々なところにアンテナを張ることが必要。

・クラブにはクラブ毎の適正人数があるという認識。
〇足柄クラブ　次年度目標３。
・退会防止に取り組む。また、退会者の再入会にも取り組みたい。
・増強にはＪＣとの交流会開催を行いたい。

・クラブの見学も行っている。

・クラブが活発に活動していると増強にもつながり、退会者もでない。

　
17：35まとめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガバナーエレクト　田中賢三

モチベーションとポテンシャルの高まりを強く感じるセミナーでした。１０パーセントの増強目標は
各々のクラブの実情に合わせて是非高い目標設定をして欲しいと思います。机上の理念ではなく、熱意
と努力を伴った具体的な行動が増強につながると思う。本当の意味でロータリーを知ってもらえるよう
にして欲しい。自らがロータリーをきちんと説明ができることが必要だと思います。ロータリーとライ
オンズの違いは「職業奉仕」にあります。分かりやすく換言すれば、「職業倫理」・「人生哲学」、これを
ロータリーは政治や宗教に関わることなく会得できる。ロータリーは「奉仕をする団体」ではなく、「奉
仕に学ぶ団体」であると思います。これをきちんと説明できるようにして欲しいと思います。
17：45閉会の挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パストガバナー　　渡辺治夫

17：50閉会

